
従って自己を練磨L，＝Lを変隼Lていくこ  

とか大リノである。   

本校ではこれまで多くの先牛万が，教育セ  

ンタ“に仰修の場を求めて参JJlrしている。59  

γ度における本校の支‖掟常数は，延べ111人  

にノ畳んでいるしノ   

ニうLて積極的に研修に臨む先′トノノのため  

に，補教対策・±ツ：校行車の紺カ月え等を．混じ  

てよ托する態割いブく りもできている。ノヱ．溝を  

契機に・γんだことを‖常の美践の中に生かL，  

帥造的な教有情動へ守究燕誉せて＝己プ）力這二  

を苦えるとJしに，せノンかく損んだ研修せ仲人  

だけのものにとどめず，校lノ満鋸甘の中に生か  

してその効力を増人させれば，′ソ：校は一層清  

′「アL化し，そのすべてがJ′・恍の幸せにつなが／ノ  

ていくのであるし 

参加者は，「．満座の中でも美技を伴うものが  

成就感か凍土え，路一幕の際の「］†．手につながる」  

とか，また，「冥践発夫は内容が身近で叩解  

しやすかった」などと述べている．   

研修は教師の′†二命ともいわれている。つま  

り， r］分を育てるものは「］分以外にはないと  

り1二に銘じてどん故に研修を横む心がまえが何  

よりも人リノである。   

また，「迫は無窮なり，ノト吾りても，なお行  

動すべし」という謙虚点心で臨むことも大事  

だと思うのである。  

研修のすすめ  

Jエ島市立大町小学校長  

中 田 昭 吾   

本校は創設13牛「▲1になる抑Lい学校て虜る）  

教師間には新設二里〃のil相手な土宗と連帯感が  

1t旭しとしてノ受けつがれ，乍校は活力に満ちて  

いる．教＝の太守が20・30代で，将勅二仙ナ  

て人きく化「利くこの守一】二い尤′仁ノノと道を共にす  

る幸せをか〉みL少）ている）   

さて， 教師は，教育という′甘みの尊門闇三に  

兢づいて，不断の厳Lい研′克と‖らの人′卜へ  

の精進をI確帖たりとも忘れてはならないとノ思  

う。純真なJ′・供たちの澄んだ瞳は，深い知識  

や■高い技術を求めてひたむき・に学ふ教師の妻  

を敏感に兄抜き，いちり一くk応をノ」ミすもので  

ある。   

本校は，私が赴任する以前から卜勅Ilj1二作手ごト  

の研′光枝として人きなリミネ1－iをあげるなど，ソ亡  

′仁万の研修意欲が盛んな学校であった。本校  

では，「学級経常の充実とわかる技業づくり」  

を努力目標に掲げて，佃1人研修・全体研修な  

ど多様で帖広い研修ilI動をすすめている 

研修はあくまでH己研修が基本であり，帰  

するところはL二】」膏発で号ければなJ〕ない  

編集・発行／止」lJl古教子fセンター  〒730 山∴㌧両▲来Lメニ′＝1】抑机 ▲J▲1117蘇1リー℡＝082〕223－ニう56ニう   
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美ほか大  

変多く楽し  

い講座でし  

た 圭た，  

‖壁けIlリた  

いこと，疑  

問に一思って  

いることな  

どにも答え  

てくれる内  

－●－   

たと一思いま  

すr 

シルクスクリ－∴二ご土初タ⊥）∵ちl．1しま」た  

が，ノノ■自戒什晶’lこ土ノこ変虻二∵∴う＿かふりました  

これを才受業に′卜かせ∴主、，′卜従いdい悠州i・■iノ’王  

研
 
修
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座
 
ヘ
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えるだノノう とノ点し、ま一う1  

欝喝  ㌻r遥  ■  

▲中学校美術科指導講座   

▲小学校音楽村指導講座  

11冊＝59牛度  

研修講座参加音数11，757名  

r′て机（う（川■上  

川佗‥リ‖・ミtl l「；リ㌻÷＝：二  

′1二徒指；ウとし、えござ、ついfL正一さ】ることが仁  

になり．闘いて与るというノニリ」ち・二とか札：二  

は欠けていたようです〕も′ノと仰†lちを丁り⊥  

l′l†J宣・もって教育できた左と想∴ていま十  

▼学校カウンセラー継続研修講座  

ト去カリノ  ▼教材イ乍成講座  

ビデオキ伸  

一ノて宇土l＝」与  

作り／二いと  

l王1 ′い′ノてい圭  

一）．ノニ∵シミ，－  
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Jユ：鳥 再 教 育 セ ン タ ー 所 報  第19弓一  Ll獅L」60年61］  ．：  

第2教育工学室（教材開発）   施設・設備紹介  

（l）  

教育センター4l；削二は，第1から第4の教育t学室と総合了凋整室，スタジオがあり，多数の万  

々に御活用いたた、いています。   

今Lr引ま，第2教育工学室（教材開発）にある教育機㍊の巾かご〕，J、ア：習データ分析装置とマイク  

ロコンピュータを取り 上げ，その活用方法についてかんたんに紹介します、〕  

・選択肢テスト処理 ・多重クロス集計  

・目標領J或別診断  ・項目分業貢  

・重みづけ採点処理  

本 体  NEC PC－9801F2  
プリンタ  NEC PC－PR201   

机下抜術の進捗に伴い，新教育機ぶとして  

マイコンの活用による教育力一法の開発が必要  

となっています、、そグ）場合、接業に浦用する  

方法（CAI）と■拝頗処理・成紙管理等に活  

用する方法（CMI）が考えJ〕れます。   

その他，研究のための情報処理．椎々のデ  

ータ処岬，統一汁処俳号活用範岡は無l揖てす。   

そこで，教育センターではマイコンをいつ  

でも利昭Lていただけるよう，先牛方に開放  

Lていますゥ Lかし，利用にあたっては，マ  

イコン操作に関する鵜礎的な知識，ベーシッ  

ク言語に関する知識及びソフト（プログラム）  

が必要です。  

く授業の分析などができますト   

テストの結果をSP表にLて．指導上の  

問題ノ工 学習上の問題点，テスト作成上の問  

題．L．呈等を分析してプリントし，授業改善への  

手がかりを与えてくれます。睾封二形成的評価  

の診断に有効ですLまた，ヰノ亡末・期末テス  

ト等の得点処理も行い，テストに関する必要  

な情報はすべてプリントします。  

くアンケートなどの分析処理ができますト   

児童生徒の意識調盛やPTA等のアンケー  

トなど，手？一く分析処理を行います。質問の  

内谷によってはクロス集計，多串クロス集計  

もでき，より詳しいデータ分析を得ることが  

できます。   

S－P表の作成やアンケート集計に先生万  

の利用がふえています、   

ニの学習データ分析装置では，つぎの処理  

ができます。   

・S－P表分析  ・学習成績処理  

・テスト得力処理 ・アンケート集計  

－ 3 一   



J」、l」■ノJ†J捏 ff セ ン タ ー1巾 靴  第1〔）り  】J．′日日Ⅶ巧1十」   1J  

討牛皮圭て∵．1l‘lり抑／Lてき圭Lた再＝い乃佃l人研′兄ゾ）うナノ，「理湘・教育」「比柚・ノ打払＝教  

「】fり「ノ光紀  育」「外川語（堆語－トト教子f「牛川」i、．千動」「教育L二一羊」に「対する仰肯瑚概要を，  

乳1第4り一とLてとり 吏ナす㌧ ノト牛度4＝にお配りし／まLた  

教肯冊究・教石墨賊ノ）寮料±Lて，ト分御  ／沖■lは，それぞれ7川＝二′光ノ）趣旨キ紺行し 圭す  

∴1川Jください  

外国語（英語）科教育  理科教育  

英語学習指導の改善に関する調査研究  

一英語学習に対する意識切実態分析－  

指導主草庵f庵紘治郎   

地域素材の教材化に閲すノる研究  

－ダンヨ、ムシの教材性⊥  

主任指導主事 重 末ゝ 久 人   

本lい′二′巨7：校か第1′、j旬二「わたLた㌧とと、  

う∴つ」を描膏する際，符丁校て牒≠してい  

る身尤な動物釣教材化プりミ態を・把才†ぅ1するとと  

も∴ ダンゴム∴／ゾ）教什卜′l三に′′ノしlて明－＼カ∴二  

した  

小・■一丁；校′ト′「）軋；子吉′、J′’：甘ユニよ、」■十る′占1さ〔■混こ7り三悪  

を胡在・そ1与するニヒに上り，′γ：甘】よ欲を喚  

起・l；11＼ii二きせる■揖Lノこl今川巨ノかにするとともに、  

′卜徒グ）川に／二／ノ／二・ン‡．．■什■／辛ノ†臣＃ゾ）／l÷リブノを探  

ノノう ヒLた  

理科教育  特別活動  

望ましい集団活動をめざす学級会活動に  

閲す李調査研究  

広島市安佐南区沼田町に分布する第四紀  

層の教榊ヒ【≠閲す訂基礎研究  

指導主事 三 宅√ 周 平   指導主事 升尾 好 博1 

′ト巾・、j・′二校における「地層」グ）′丁：チ引二l奈L，  

野外′丁：習′）」■是を求めて，本地城に准柿する地  

層ノう戊IJ、l・堆枯瑞境・堆≠した時代等を究明  

し， 本唯柿1れ二／ノいての教材化に「対する状礎  

賛料を収≠し／二もグノてあるこ   

ち・わ、1・こ」Ⅲノ、Jてごま仙∴地什ノ）親？ふ由比はなし、  

望ましし、fj三川∴1■勅±し、一川いL、・1う▲－－ノ，′／：川奈  

i、Ⅰ千付こ二村十るノト・’／二佗ルー、i’〔ノ）ノム∫．J】長や∴1刺状f妃を  

肌合し，そづ局い杜を分≠・・怖．．、J▲することによ  

． て望まLし、り三川∴丁】±仙をめざす′アニ級会高動  

J）肘ヰグりJ▲「りをまとダ）た  

技術！家庭科教育  教育工学  

製作題材とその取扱いに関する研究 
ノrrJ 琵十筑  

学習効果に関する基礎研究十学習効果の  

期待値の予測方法とヰの効果につし†て－  

†旨尊皇事 木ノ本 寿 直   

電気領域を中心 「 

指導主事 中 村 道 徳  
「二h 

1こ‥」∵川1′、r校∴∴hける彗・呈什～追付グ）選択状況  

のノ夫態を把捉十るととい二，‘．に1tli貞城を中心  

とし′て，題材選定のれり力士姉購いにつし、て，  

題材開発の面からそ祭を加え∴二もグ）で，より  

旭り」な製作題材乃検．けを行一ノ′二もノうでヰ〕る 

ー・4  

轟志Ⅰ．丁‡テストゾ）廿Ⅰ．上〕二宣・前もノノー：j二ご則し、笑際  

グ）イしト■、・ニヒ比較することによ／ノノ∴ ′、r習勅来キ  

トlJIL j‾るノバ」こをフドめた ニノノノ∴」∴ま川15ヤこニー五  

じた．佃地域準の設廿ん‘こ二／ノしlて、  ノノつノ〕考‾容  

を山しちたもグ）てある   



ー 11 山▲ サ｛ ff  一†二   ′り   巾 拙  ′〕‘、津）り▲  1川i＝仙Jいう】」  

確かな漢字力を身につけさせるための効果的な指導法の研究  

中学年の新出漢字の指導  

上．1＼1古、二′二．】「．r∴1来′巨j／：校教諭 檀 上 健   

小帖′化ご土茸・トト∵十‘オ〕メしているi■昌一：付さゝ≠ノり三  

悪キ川トゝノ力1にし．勅県11」ノニ・iL）ヒノ日揮出＿メさユニ／ノ小  

て′紀州し上う としノ十三もグ）でこ了⊥）る   

津ノトj・守りH班缶射恒ト∴ 肥章が糾＝況ノト  

を′丁十巨「るノノ▲；、」∴身に／ノけ∵わ∴す＼至るノ正  

え十るニヒ∴二よ／ノノ：1レ＝り二ノヒう とし′二いる二 「   

て’州lけンヒノトト偶成要  二が川川」した √ニ▼〆   

素か⊥〉ノノ小甘Lてし！■七1」ノ～ゾ）i・〕‡ノう■ニヒ」呈」座づける肘プ’≠  

ナ」さキ1▲いノ入メ畑ば耕＝浩ノユ‘リ）1Lイ1J冥か、「・iまる  

ししlノ川tニノ1t板】i兄左・，Tr上ノ′LL7二 ニプ〕fりl二′兄仮説n  

†J▲州ノ仁i一卜如二十ろ′二め∴ 川手卜′仁 ∵パI上与川  

け∴、什た什∠J兄キJ‾lリ人jし／二」■計甘沃こソニ陳√f二  

「ニI土、耕．1いIi・ンごノj・二キ ー′ユ■：去る二’ヒリ一える指ヤ沃   

丹甘辛叛〉 ヒn‘．一ノて，比帖‘丹糾′三業キノj三  

他、ノ／ニ ュl∵∴ 二在結≠キ，車両・車載・  

七1卜戸い去テてト 」巨ユ与左下りγノヾヰて・侵圭イノ  

ゾ誹・「た∴二上一ノて比忙しノ′二   

卜▲ノミは，′チノ痛【Fリtて．タ）る∴ 車両」▲・車律テス  

ト∵∴∴士 
， は一ノきリ ヒしたノ∴三二’＝、ノれ左・か／ノブーニ  

Lかし，l′三業ノノミ他後【トナニ てリミ化した1Lイi  

1皮テて卜でごi． ＼j剖青け：1’∴Iとゾ）ノノが1∫い、系．1iリtノ；一、ち  

せ7∴ ま／∴  才′ヱ半イノ∴調在∵、■も∴喜、、二1子是、二√二  

一   －       －    ‥   －      －  －  

り叩け：；トノとキトい車ノた、い、トゾ）ニヒか⊥ゝ）、什兄  

化i■症ノ）イ湖州こが佃；‥二さメたヱ∴ご・l．断L／ニ  

ナ・㍗㍍．■iリさ打廿山一±ノj■二26丈′う・：ノ〕、iりニ」l仁ケ‡払  

■J項T」テて卜  ‥・fな丁7、卜  王れrなテてト   

り 国  i．」2   ⊥∵宜   ト1．リ1  

一、r ネ及   ′り．パ1；∴   しイ）．舶圭   

ノブ三   ニ；．刑   
畢  

ココ」う〔う   用．輔  

J′・ 手技   り．輔5）   （り．射1）   

※シつぴ率は，圭許詔宮・し ‾ニ］（）り／；・′」こ1  

り兄1ムノ∴りこ′、j珊†屈来1一三：′」、′㍗イL㌢与．i首す）  

望ましい集団を育てるための援助・指導に関する研究  

リーダー指導を中心として  

1∴㍑ト■′二′1・二【■．川い、ナ′：校托諭 大 塚 守 雄   

′卜徒ノ′r〕小∴．Jヤニトユニ欲′川〔卜†打、J川二∴ト  

ニノり辣狛∴ j．㌧小「′て」′卜∴1什廿ハ欠如キン守卜一  

∴恒小・jlj∴7∴ンjしろ 二：ハ上う左」加点∵もノ／∴  

仁′、／■⊥相川j：三1両／‡■－ ち・け′し：ご、1－】j 左し㌧シ．何；′ンユ  

ノイ、、さろノ〕∵ノ▲ヒrて′∴てフ人∴、し ㌔ 彼りンノ川Ⅲヒ  

件÷伸て－）／二やり1二 ヒ帰一）ゾ）こ七十べノニつ  

丑帥リノ願いて才ノノノーJ   

そノ）－・しノ′1∴∴，ノ）：1・る」ノニッ三をう一ろ、′卜1心ノノ  

五ル′；一半か∴ノニ行L」■∴ノt．i‘【叶「る㌔▲ヒ、、いノノいノノ  

考－メ＿り7しると丑l、／ノ：」∴ 二二て∴∴  一辛十知人Jて－こ・√）  

か壬．＝∴一、jJ：糾1・来しく、り」る∴ ′卜i、．1し十  

十い」■号∴ナる1ニプ）ノ津三川・肘与ノ〕在りノノこ二／ノ  

いノご考▲ノL／二∵一木ノて二 ニノ）とうち・】i机虹・ユこ．．歳′）もと  

、 ／ト佃′化∴三．1⊥．㌣吏Lい佳日一ド1十二ろたナ）∴  

＝什三一小心∴ニー＿／ち・力、∴∴ 川圧舛∵け即巾ヒして  

と’’シ「）ヒノうち・」射り・指′；、r‡か考▲え⊥’〕れろカゝこ二／」し、  

ニ与〕る   ／：fり「托しノニもノ仁   

′卜徒∴士l′＝ノ＼ゾ）イメー∵ノ、ト■′■－′トナ汗∴縛り／′）  

＝∴＼ハノ二一、左態で子卜仙十るニヒ′1ヾ’多し、  二′）と  

うち・小て、l′l」什宝ニキ′な・tいノ，イ川J∴ノこナノ、  

イ ノーーゾや付二L■∫■■∵バナ壬一′変ノしろ：∵土，ノこ′；と′1・【力  

1（，ノど、r】‘けノ∴l′l律心ンノ★．・ヒ’が必∫堤てムる   

－－－・・：  
ノJ・・‡■もノノニいる′卜▲f′ヒキ川．Liハ‥†川へ廿巨巨∴通  

し∵守トー〕ノ）＝」1こ耽′念′二■′な′戸手させ，′そフしキ・∫、jノ：招  

1rl′1＝ここ二Jよ来させてしト∴ト てナノ）ネ．■fリ：川レフか：二  

1・ノノ∴∴l∴Il土、収＝ ▲付∵ヒリ升冊廿二万′川L，  

州／＼イ1ご二心し∴描膏巧」∴」∴し■■1・廿畑土’1・⊥ゝ）  

1、いし1ニヒてイ，ノ； ′ニー′）†ニダ）∴ 精神的  

∴三∴ 身休的：二も，′卜∴1し二いるJ11iりユリ11：・ち▲  

ノているち■ヒ＼’もくゾ）ハに」■廿志しち・1ノ、⊥ノ， ルし］  

しノ〔もノノ′1廿り丁ろニヒが必■堤て、予）る   

、－  



広 島 市 教 育 セ ン タ ー 所 報  、－しl  第19ぢ一  昭和60午6．ト」  

十干十干f   千手  教育センターひろば   

今年度前期は次の万々が，それぞれの増門  

分野で研帽を進めておられます。  

広島市教委社会教育部管理課の御好意で2  

階ロビーに考占資料を展示してもら一ンていま  

＊算数科教育：今田善行教諭（原小学校）  す。研順の合間に、広．】∴ちの【t］‾代の人々の生活   

研修題目：基本的な図形概念の形成に関す  

る指導法の研究  

＊理科教育：越智文嗣教諭（宇品束小学校）   

研修題R：放送を利用した理科指導法の研  

究一確かな課題意識を持たせるために  

＊英語科教育：向井康昭教諭（祇園東中学校）   

研修題目：英語学習意欲を持続させるため  

のWritingに関する研究  

の様J′－を想像してみてください。  

部  事業等    職   名   氏  名   手旦 当 業 務  

r叶  1ミ   卜 西 茂 樹  所作総丁．く  

次  J主  坂 本 仁‡義  頼経管理・執行  

主  監  値 Hj 保 之  学校教育史編さん準備川、11   

管  ♪Tヽニ し1 J里  任  ′ト久保」氏義  部内総捕、施設設備Ⅵ灘封・管理   

理  主  事  東海谷恭J二  公印、給与▲、文吉処理、キ   

絶 埋   

土柱指導i三幸  木 fJ＿塚」1二  那人卜総捕、障’ガ児毀宥、教育fル長・  

教 ノ十           指導主 事  橋 本  郁  生徒指導、教市帆．：k  

指導 主 事  ′・：ii吋   iイ丁  j・■き1年ノlユ教育、教育相－′長   

指導 上阜  山 本 武 美  幼稚園教育  

研  
修  広  指導 上事  （兼）有村憲一郎  教育相譲  

郡  
観  指導 主 事  （掛伊藤守∵夫  教育相談  

教育用－失＝  清 水 孝 一  教育相談   

第   

研  木ご十 †き  指導 主事  福原紘f吾郎  外国語（英語）科   

修  情 薮  指導 主事  民 安 和 昭  算数科、数学千斗   
部  巧  研修指導員  三 浦 徳 光  教育丁字、視聴覚教育   凹  

√・  ［風害資料室嘱託  川 牧 賛 「一  図書資料関係事務  

う三任指導主事  重 末 久 人  部内総括、理科  

研             指導 主事  二二 宅 間 平  理科  

帽  

研  桔導 主事  中 村 迫 徳  ′家庭手斗、技術・′家庭科   

修  わ   

郡   画  研修指導ユi  野 澤 恒 夫  理科  

丞汗 プ巳  主任指鳶上二■阜  巾十拝1仁彦  部内絵描、社会＝、道徳   南  指導 上事  佐々木英美子  【司言吾科    吉 査  指導 主事  木 本 寿 直  教育工学、視聴写£教育  
研修指導ユi  反 ロ ト 郎  ′家庭fごト、技術・′表毎子÷ト   

＊ 離退任   

～ 在作中はおせわになりました～  

未森一男次長（江波中学校上三／＼、  

原克昭主任指導主事（大芝小学校教頭へ）  

横山元明教市帆淡圭i（退部机  

茶木米男研修指導員（退職こ）  

害村幸雄研修指導ii（退職）  

＊ 着 任   

～ どうぞよろしく～  

植m保之主監（市史編さん≒ミ長より）  

木村琢壮主任指導主幸（市J去鳥義博学校より  

西村達男指導主事（安西中、r校より、1  

清水矛・教育相談呈i（元祇園中学校1主′）  

三浦徳光研帽指導H（元】＝月小学校k）  

反田十郎研修指導貢（元己斐東小ナ、ア：校長）  

画直l回匝   
本年度最初の析報をおん引ナします＝  

皆様に親しまれる析軸を臼指して編  

集していきたいと思いますので，御  

意見等お聞かせくださし、。   広島市立戸坂中学校教諭 福長 弘志  

J上島市教育センタ→指導主事 佐々木英美十  

－ 6 「  


